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 ITS（Intelligent Transport Systems）とは，
様々な技術を融合させ、より良い社会の実現
を目指した最先端交通システムである．

 ITSセンターは，産官との連携をいっそう促
進して社会ニーズを理解するとともに、業と
して自立できるITSを社会に展開している．

２００３．４ 当時の国際・産学共同研究センター(CCR)にて産学官連携プロジェ
クト「サスティナブルITS」（後に「サスティナブルITSの展開」）が発足

２００５．３ 生産技術研究所に「先進モビリティ連携研究センター」（ITSセン
ター）を設立（センター長：池内克史教授）

２００９．４ 先進モビリティ連携研究センターが生産技術研究所の正式な附属研
究施設（全学公認）となり、先進モビリティ研究センター（ITSセンター）に改称
（センター長：桑原雅夫教授）

２０１４．４ 次世代モビリティ研究センター設立（センター長：須田義大教授）
２０１８．４ センター長に大口敬教授が着任

主要沿革

国際連携

国内外の大学や研究機
関との間で，共同研究
やシンポジウムの共催，
研究者や学生の相互訪
問、施設利用や情報交
換を行うこと等を定め
た研究協力協定を締結
し，外部との連携を積
極的に進めている．

教育・人材育成・社会還元

ITSセミナー： 地域のニーズに即したITSを普及
促進するため，現地の研究組織と共同のセミナー
を年2回程度開催
講座・講義： 一般向けには「社会人のための専
門講座」を年1回，学生向けには年2コマの授業を
開講し，人材の育成を目指している．
特別研究会： 産官学の各方面から講師を招き，
最新の話題提供と懇談を通して講師と参加者との
活発な情報交換を行っている（概ね月1回開催）．

ITSの分野融合技術の検討

ITSの社会実装に関する実証検討

様々な交通シミュレーションモデル
スケールの異なる交通シミュレータ（TS）を開発して様々なITS施策を模擬実験
SOUND： ネットワーク交通シミュレータ．車両を一台ずつ表しつつ，高速道路
まで含めた数十km 範囲の広域を対象
AVENUE：街路交通シミュレータ．車線変更や信号制御までも詳細に考慮し，渋
滞緩和策評価などに使用
KAKUMO：ミクロ交通シミュレータ．周辺の数百台の車両に対してドライバモデ
ルと車両運動を計算し，TS-DS間の時間・空間分解能のギャップを埋めて連接．
また，DS被験者の運転挙動をTSに反映させ，それに応じて周辺の交通状況を変化

街路交通シミュレータ
渋滞緩和策評価などに使用

ネットワーク交通シミュレータ
数十km範囲の広域を対象

ミクロ交通シミュレータ
TSとDSを連接

スマートツーリズム
複合現実感 (MR)技術や次世代モビリ
ティなどを活用した観光ITSサービス
観光客の行動を動機づけ，訪問，感動，
再訪の4段階に分け，各段階に対して
ウェブやMRシステム等の表示系による
情報サービス，電気自動車やPMV等の
移動体による移動支援サービスを提供

千葉実験所（柏キャンパス）

試験路・信号機
大型車用ドライビング

シミュレータ

自動車・電車の実車実験を行うための実験
フィールドや，大型車用ドライビングシミュ
レータを構築

次世代インフラ
道路空間デザイン トンネル拡声放送システム

安全・快適走行のための道路空間デザイン
（ex. オプティカルドット）

長大道路トンネル内における非常時の
避難誘導のための拡声放送設備の設計

拡声放送用スピーカ

大橋ジャンクション Ohashi Jct.

情報

移動提案
・移動の是非

・移動時刻

・移動手段
・移動経路

移動の目的や途中で
の変更に対応可能な
トータル移動支援
（道路、施設内）

人

パーソナル
モビリティ

環境ロー
ドプライシ

ング

路車間決済
・駐車場
・ドライブスルー

エリア課金

道路
予約

駐車場
予約

【自動車】

情報化、
統合化

デマンド
サービス

【公共交通】

動的車
線運用

HOV
レーン

特殊車
両の運
行管理

施設の劣化
状況の監視

更新計画
の最適化

【沿道施設利用
（駐車場等）】

【交通運用】

【施設管理】

自転車道・
レーンの整備

静的情報に基づくナビ
・交通規制

・幅員
・走り易さ 等

ナンバー規制
乗車人数規制

乗換え
検索

自転車ナビ

シェアリング

歩行者
ナビ

【歩行者】

動的情報に基づくナビ
・渋滞

・所要時間
・通行規制 等

混雑予測
情報の提供

道路災害状
況の把握

地図の充実

走行状況の把握
・プローブ

・ドラレコ
・デジタコ

統計DB自動作成
・センサス
・OD調査

3D地図

高精度地図

仮想現実空間

施策評価
への活用

信号
制御

各種決済に関連
するポイント制度

【端末交通】

運行状
況案内

共通ICカード

エコライド

道路運用、事業運用の高度化

【課金制度】

ETC
割引

交通需要、速度、
経路、規制行為の
全車コントロール

道

限定エリ
ア、路線
内での
交通管
制(ｿﾞｰﾝ
30等)

車両、運転操作の高度化

【情報活用】

【政策立案】

プラットフォーム
化による情報処
理業務の効率化

情報活用の高度化

移動支援の高度化

物流の高度化

地域案内、
観光案内情
報の提供

リアルタイムな交通状況を
踏まえた最適な信号制御

動的交通規制（速度、進入禁止等）
【アクティブ・トラフィック・マネジメント】
・平常時：ピーク時 ・災害時

危険物取り
扱い車両の
運行管理

車重管理
（橋梁手
前等）

行政
行政支援の高度化

オープンデータの
産官学利用支援

エコ経路ナビ

街づくり計
画への反映

道路・公共交通
計画への反映

特定車両
優先走行
・緊急車両
・公共車両

混雑傾向
情報の提供

商流の把握と
最適化検討

積み替え
支援情報
の提供

商品移動状
況の管理

【商品管理】

共同配送

バーチャルトリップ
（仮想現実空間の活用）

ユーザー
・一般移動者
（車、端末交通、公共交通、歩行者）

ユーザー
・事業者
（トラック、荷主）

ユーザー
・行政
（道路管理者）

ユーザー
・行政
（商工振興）

ユーザー
・一般移動者
（車）

ワンストップ
サービス

物流EDI

道路交通への負荷が
少ない最適な輸送、
配送方法の構築

【車両管理】

配車
管理

混雑予測
に基づくナビ

道路気象状
況の把握

道路空間
全体の管理
（法面等含む）

ロードプライシング

P&R

スマホと
ITSスポッ
トの連携

交通全体の俯瞰

・車載カメラ
・CANデータ

観測データ＋シミュ
レーションによる連
続的データの生成

データ銀行

最適移動
方法（マル
チモーダ
ル）の提供

障がい者
移動支援

施設内ナビ

災害時避
難誘導

EV、PHV

【車両】 充電施
設予約

エネルギー・公害管理

エコ運
転ナビ

充電施設案内
・充電施設
・充電レーン

歩行者への
交通安全情
報の提供

路車協調型
安全運転支援

限定自動運転
・空間限定：霧通行止め区間
・車両限定：物流車隊列走行
・速度限定：過疎地低速走行

完全自動運転

【運転操作】

安全運転支援
情報の提供
（静的情報）

衝突防止支援

合流支援

車間制御

レーンキープ

安全運転支援
情報の提供
（動的情報）

実現済み

実現していない

車車間通信による特定
エリアの交通の最適化

（個別管制）

経路、交通状況に応じ
た料金施策（ETC2.0）

ランプメー
タリング

DS

画像処理

コミュニケーションITS
（パッシングやハザー

ドランプ等）
HUD,HMD

力覚

TS

C-ACC

規制に準

じた制御

ART

相乗り支援

自動運転車
の共同利用

車
物

ITSサービスの体系図

次世代モビリティ
協調ITSの提言

仮想都市モデリング
移動型・設置型計測システムで取得した三次元形状や映像データ、デジタ
ル地図などを処理して，仮想化都市空間を構築

Positioning system

Anti-vibration

360°camera

CG-based

Video-based

移動型計測システム 実写映像ドライビングシミュレータ

避難行動模擬
防災

柏ITS推進協議会

 ITS実証実験モデル都市に認定
された柏市で，ITSを活用した
環境にやさしい交通社会の実現
に向け様々な研究を推進

モビリティ・オペレーション変革シナリオ（二極化）
の影響評価、分野横断型大学間連携スキームの構築

自動走行の社会的インパクト評価

ETC2.0 ﾌﾟﾛｰﾌﾞ

ドライバセンシング
運転者の脳活動を計測し，脳科
学の観点から運転特性に関する
生理学的な裏付けを検討

自動運転バス

シェア所有

自動運転

手動運転

現状

既存の自動車産業

オンデマンドオペレーター
新規参入カーシェア業者

将来


